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研究成果の概要（和文）： 
 
 本研究では、ベネルクス諸国からドイツ・フランス・スイスの３国国境地帯にいたるラ
イン地域の空間動態を、ヨーロッパ流動軸（ユーロコリダー）の形成という視点から解明
することを目的とした。このため、ライン地域を構成する３言語（オランダ語・ドイツ語・
フランス語）地域からそれぞれ調査地区を選定して、資料収集・観察・聞き取りなどをと
もなうインテンシブなフィールドワークを実施した。その成果の一部は、すでに雑誌論文
や図書収録論文として公刊してきた。また、本研究成果の全体を取りまとめた著作を、出
版する計画を進めている。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 
   The purpose of this study is to clarify the spatial transformations of the Rhine 
region in terms of the growth of Eurocorridor, i.e. European axis zone of transportation. 
We chose three districts from three different language areas ( Dutch, German, and 
French ), and conducted intensive fieldworks including interviews, field observations, 
and documentations. The results were published partly as journal articles and book 
chapters. Also, a publication plan is now progressing for the book of whole major 
results of this research project. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 ライン地域は、中近世以降、つねにヨーロ
ッパの中軸地帯として位置づけられてきた。
しかし、同時にライン地域は、ヨーロッパの
主要な境界地帯という性格をあわせもって
いる。すなわち、そこは国境線と言語境界線
が複雑に錯綜している地帯であり、国境の障
壁性が強かった時代には、国境をこえてライ
ン地域が一体的に機能する状況はみられな
かった。ライン地域がヨーロッパ流動軸（ユ
ーロコリダー）としての実態をそなえ、さら
に発展へのはずみを獲得したのは、1990 年
代にシェンゲン空間が実現して国境の物理
的な障壁性が消滅してからである。これ以降、
政治的・文化的な境界線をこえて、交流軸・
流動軸の形成が活発に進んでいる。本研究グ
ループでは、以前に、リールやザールブリュ
ッケン、バーゼルなどの国境都市を「トラン
スボーダー都市」として捉えなおす研究を行
っており、その過程のなかで、本研究の計画
が立案された。 
 
２．研究の目的 
 
 ライン地域は、ヨーロッパのなかでも、脱
国境時代の空間変容が最もダイナミックに
進展しつつある地域といえる。他方で、政
治・文化的に多様なモザイク状況を呈するこ
の地域で、ヨーロッパ流動軸の形成は、異質
な空間単元の交流・連携という文化・社会的
な課題を顕在化させた。オランダ語圏・ドイ
ツ語圏・フランス語圏にまたがるライン地域
については、これまで統一的な視点にもとづ
く研究がとぼしかった。そのため、本研究で
は、ライン地域を構成する３言語地域から、
それぞれ重点調査対象地区を選定し、ヨーロ
ッパ流動軸（ユーロコリダー）の成長にとも
なう空間組織の再編状況を実証的に明らか
にすることを目的とした。シェンゲン空間の
形成以降の動向に焦点をあてて、現地調査に
もとづく地域動態の変容解明に取りくむ本
研究は、日本における従来のヨーロッパ研究
に欠落していた研究視点や研究枠組みを補
充するものである。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究は、貨物流動や企業活動、人々の交
通流動などに焦点を合わせて、ライン地域が
ヨーロッパの交流軸を形成するにいたった
過程を考察し、それに伴って空間組織がどの
ように再編されたかを解明することを主眼
としている。ライン地域は複数の国・言語領
域にまたがっているため、オランダ語圏・ド
イツ語圏・フランス語圏のそれぞれを専門と
する地理学研究者と、中心的な考察テーマで
ある流通地域論・産業地域論・都市地理学の
それぞれを専門とする研究者の６名で研究
組織を構成した。具体的には、以下にあげる
３つの重点調査対象地区について、各２名の
グループによる継続調査を実施した。また、
ロッテルダム地区とラインルール地区につ
いては、６名全員による各１週間程度の現地
調査および現地討議を、２年目および３年目
の調査期間中に実施した。 
 
(1) オランダ語圏地域（伊藤貴啓・兼子 純） 
 ヨーロッパ最大の港湾であるロッテルダ
ム港（ユーロポート地区を含む）について、
ＥＵにおける貨物流動の表玄関である港湾
地区の機能と後背地、河川交通・道路交通・
鉄道交通などとの結合状況に関して調査を
実施するとともに、国境をこえての交通ネッ
トワークの整備状況と将来的な課題につい
て検討した。また、ナイメーヘンやマースト
リヒトなど、隣接諸国との国境線に近い都市
について、トランスボーダーな地域連携の進
展状況について調査した。 
 
(2) ドイツ語圏地域（呉羽正昭・小田宏信） 
 ドルトムントからエッセン、デュイスブル
クをへてケルン、ボンにいたるラインルール
地区について、かつての重化学工業地帯から
ヨーロッパ最大の都市的産業集積地域に転
換をとげた空間組織の新しい側面に焦点を
あわせて現地調査を実施した。具体的には、
諸都市における産業機能の立地と分業体制、
交通ネットワークの整備と河川交通の役割、
大都市圏の整備計画における諸都市の連携
体制などに関して検討した。また、流動事象
のうち、観光流動や人口流動に焦点をあてて、
広域的な地域間流動の状況を考察した。 
 
(3) フランス語圏地域（手塚 章・伊藤徹哉） 
 ストラスブール大都市圏を含むアルザス
地方のバラン県を対象として、ドイツ企業を
はじめとする外国企業の進出状況、ドイツ人
やルクセンブルク人など国境を接する外国
人のフランスへの移住実態、フランス人のド
イツやルクセンブルクへの通勤状況、流動軸
としてのライン川交通の現状と課題、ストラ
スブール港の物流機能と後背地などに関し
て資料収集を実施した。また、国境をこえて
の交通ネットワークの整備状況と今後の課
題について検討した。 
 
４．研究成果 
 
 本研究は、2008 年度に研究を開始して以来、
各メンバーおよび各グループが、研究対象地
域に含まれるヨーロッパ各国において、上記
の設定テーマに関する現地調査を実施する
とともに、関連する資料を幅広く収集してき
た。また、現地調査にもとづく実証的研究の
成果や収集した資料にもとづく文献研究の
成果の一部を、雑誌論文あるいは図書収録論
文というかたちで公刊した。 
  
(1) オランダ語圏地域に関しては、オランダ
の地誌的研究を長く続けてきた伊藤（貴）が、
オランダ国内諸地域に関する産業・生活の変
容について論文を公表した。とくに、オラン
ダとドイツの国境地域に注目した論文では、
トランスボーダーな地域連携が 1990 年代以
降、積極的に展開されてきた状況を詳しく紹
介した。また、流通地理学を専門とする兼子
は、ロッテルダムがヨーロッパの物流システ
ムの中核として、ＥＵ統合下のヨーロッパで
急成長をとげた過程をあとづけた。 
 
(2) ドイツ語圏地域に関しては、呉羽・小田
を中心として、旧ルール工業地帯の著しい変
貌を調査し、ヨーロッパ最大の大都市地域と
して再生しつつある状況をまとめている。ま
た、観光地域研究を専門とする呉羽は、ドイ
ツや周辺諸国における観光流動の実態を整
理した。工業地理学を専門とする小田は、ラ
イン地域の一部をなすマース川やスヘルデ
川の下流域について、シフトシェア分析法を
用いることにより、産業地域の空間再編状況
を考察した。 
 
(3) フランス語圏地域に関しては、手塚がス
トラスブールを中心とするアルザス地方の
地域変化について、トランスボーダー化の進
展という視点から検討した。また、ドイツ語
圏地域の研究者である伊藤（徹）は、アルザ
ス地方のバラン県に隣接するカールスルー
エ大都市圏や、ロレーヌ地方のモーゼル県に
隣接するザールブリュッケン大都市圏等に
ついて、国境をこえた都市化や地域連携の進
展にともなう空間再編状況に関して研究成
果をまとめている。 
 
(4) 上記 (1) ～ (3) の研究成果は、すでに
数編の雑誌論文および図書収録論文等とし
て公刊されている。また、未発表の研究成果
についても、今後１～２年のうちに、研究方
法で記した３つの重点調査対象地区ごとに
成果を整理して、３部構成の内容からなる著
書を刊行する予定である。 
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